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東一條通信
　此の秋は我が京都に御大典の基げさせられる時機でもあるから，殊の外
忙しいだらうEの豫感があったが，事實ば豫想以上に多忙であった・七八
月中，堺市に人を避けてゆっくりミ讃書しやうε思ったのに・其の時にも
鰍こ御殿場や倉敷へ出かけねばならなかつk．九月に入って，京都の宅へ
蹄るや，間もなく仙皇へ出張した・仙皇での仕事は，かねてから東北大學
の大久保教授1こ御願ひして置いたモル式測微光度計で天黒帯眞の若干を研
究するにあったのだが，早れに就いては仙皇に滞在中の一週間，大久保教
授ε濱田理掌中εに大野な御厄介になった．大久保教授こは實に十三年ぶ
りの超這である．研究の合ひま合ひまに盗むほさの僅かな時間を捕へて，
京都の話，ベルリンの話，家の話，人の話なさ，いろ田々話をしナこ．濱田
理學士は今度始めて知り合ひになった学者であるが，侮日侮夕，實に忠實
に，まめまめしく，御自身の研究であるかの如く，熟心に助けて下さつk・
熟開封が時々狂って感度が鈍った時なさ，誠に御氣の毒に感じたが，しか
し，理解士は細心に，又，、勇敢に，此の精密器械の局部分解瞼：査によって
此の難關を切りぬけられt技能を，感服せすにはみられなかっ九
　仙皇に滞在中，馬子松隈中村漫吟，及び其の他の教授fこちにも御目にか
かった．諸君に誘はれて向山の天文地球観測所ヘドライヴしナこ午後も愉快
であっk，向山の赤道儀は十四年前に一度見tcこ言がある器械であるが，
其の型式や細部は記憶に無かっナこ．こんさ見て，勝れが昨年奉天の西岡氏
宅で使ったツアiス型で，只，形は奉天のものより僅かに大きいのである
事を見，一種のなつかしみを豊えた．
　仙皇で，与る日，大久保氏ε共に松隈氏方へ招かれて，晩餐を供せられ，
一夕の歯面を樂んだのも嬉しかつナこ，
　仙皇には九月二十八日から十月三日まで居ナこ．一もつε早く行きtか
つナこのだが，二十六日には近江の琵琶湖上で久遍大將宮殿下を主賓εする
襯月會に招かれ，「月」に關する御前講演の約があったため，止むを得なか
った．二十七日朝東京に着いて，池袋の自由學園に招かれ，一一msの講演を
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しナここεS，其の日の午後，東京支部を訪れて，後藤氏の望遽鏡により，
稀代の大黒鮎を太陽面上に見た．こんなプログラムで，東京の一日も可な
りあはナこ￥“しかつtc．そして此の夜露皇へ立ったのであった．
　九月二十九日の土曜日から翌日々曜へかけて，水澤へ行った・二晩，川
崎技師宅に泊ったが，日曜日には山崎技師や池田技師ミ可なり話した．殊
に此の日の夜，塞が幸ひに凍れkので，池田技師に助けられつs，プラン
會肚製の精密子午儀でトランシト観測をやつk．始めての器械で，殊に調
節する部分の多い器械であるため，可なりまごついたが，ミにかく一通り
此の器械の特徴を會得しナこ．此の器械は，先年，（1924年11月14日）パリの
プラン會蔽で製作されてるる最中に，ちょうさ女亭を訪れて，見せられた
ものであって，特別な親しみを感じさせられる．（「天界」第55號第297頁）
一十二年ぶりの水澤の夜の塞もなつかしかった．
　仙墓から測りに，十月四日の朝，東京へ着き，池袋の佐藤氏方で一晩泊
った．此の日，大小爾佐藤氏ミ宗教論なさ・を中心ミして久しぶりに快談し
tのも嬉しかつtz．翌五日の特急列車で京都へ直った．六日に東京府のた
めに講演をするやうにミ五藤幹事からの傳言もあったけれさ，京都での急
用を思って，府の依頼を叉の機にゆづり，蹄匂したのは，五藤氏にも氣の
毒の至りであった．
　京都へ臨って暫く，仙皇での研究事項の整理やら，花山天文皇の建築や
ら，新らしく「太陽物理學」の講義を始めるやらで，やはり多忙であったが，
まもなく日本詮術協會の総會の日も迫って來たので，十月十九日朝，九州
へ向け京都を立つた．夜九時に關門海峡を越え，同十一時博多暴澤に着くま
で，十六時間ぶつ通しの汽車族行は可なり疲れたが，博多で内海幹事に迎
えられて宿に案内せられ．取り敢へす九州でのプログラムを聞いてホヅε
安心しナこ．
　學爾協會縮會は翌二至日九大法文臨書ビルデングで開かれた．つい朝ね
麗したため，開會式場へ入った時には十時近くであったが，會衆は案外に
多くて，中々盛んらしく見えた．此の日，十一時から中村清二教授の「結
晶學ミ撒學」は興味深い講演であっナこ．
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　會場のすぐ北側の食：堂で荒川川村爾教授ε共に午餐を取つナこが・其の後，
拾も來早してるた東京大學の雨宮博士ミ・九州大知の宮崎博士εに會ひ・
歓談しtc・爾氏εは・今から十八年の昔・三高卒業以來・縄えて會はなか
ったので，話は何時までも魯きなかった・此の日，又，長崎造船所の佐々
木技師にも會つた．之れも十八年ぶりであるが，會へば忽ち昔時の事情に
有る．實に朋友ミいふものは好いものである．
此の日，午後四時牟から市内の東邦電力會肚に招かれて，「天文E人生」
ε題する講演を試み，それから六時には在住同好會員の晩餐會に臨み，次
いで七時からは同好會主催の公開講演會に「宇宙の探訪」を講演した．會衆
は約七百であったが，會場は音聲の反射少なくて，話し易かっi・幻燈書
も成績は見事であっナこ．
　翌二十F一日は學術協會の第一部講堂で一論文を讃むナこめ早く宿から出か
けk．論文題は「彗星光輝の周題」であって，順番は此の日の第三番目に肖
り，圭εして昨年奉天で撮っfc井ンネケ彗星の鳶甲板を，先頃仙皇の大久
保教授研究室でモル式光度計によって測定しナこ結果を幻燈によって示し，
一般に彗星の光輝がまち々々に観測されるのは望遠鏡の倍率に由るもので
あるミの考へを謹明したものであっk，
　此の日，午餐を蕪友千田民衛氏一家NS共にし，後，見途られて猷修館に
行き，早生及び一殻市民のために，午後一時牛から「太陽ざ其の黒馳活動」
を話した．早れには内海氏や爾小林氏が種々世話して下さった．
　晩食後，六時から孚時間，J．0．H．K．の福岡演奏所で「天明よりの無線通信」
を野里した．そして解れが濟むや否や，汽車で戸畑に行き，明治営門學校
Y．M．C．A．の諸君に迎えられ，一同，室住教授の宅に集まって二時間以上も
話した．それから十一時孚に反，騨に引き返し，長崎までの腹i毫列車に入
つナこ．
　長崎は三々始めての土地であるが，汽車が朝七時に着くや否や，・報時観
測所の有田技師ε，草平所の廻章佐々木技師εに迎えられ，直に自働車で
市の内外を案内された．見せられtものは多いが，中にも浦上の大きい天
主堂，シーボルトの丁丁，諏訪丁丁公園な♂は忘られない．最後に大浦の
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天主堂の側から鍋冠山々腹の報時観測所に上った、有田技師の御親切によ
って観測所の内外を精しく見せて貰つナこが，小じんまりミした此の學問役
所の室氣は，落ち付いて，眞に世を超越してみる平分が愉快であった．前
庭から見る港内一帯の景色は何時までも飽きない．正午近くなつナこので，
タイム・ボーノレ落下の實演を見，それからは佐々木技師に導かれ，港内ラン
チに乗せられて造鉛経緯にわたり，技師邸に誘はれて午餐を供せられナこ．
其の後，二時牛嚢の汽車まで見迭られて佐賀へ向け出遣しk．
　佐賀では今夜，縣教育會主催の講演會に臨んだ．荒川文六博士が日本學
術協會の名を以って座長をつSめられ，ついで「火星の滑息」の講演を幻燈
書に嫁りっN四十分ばかりやった．其の後，川村多實二教授の講演があっ
た．
　次の日二十三日は，約束の如く，早朝佐賀の宿を立ち，十時に三池中學
を訪ひ，校長や古賀幹事に迎えられ，全校生徒に天文講演をしナこ．それか
ら午後一一寺には案内されて，市公認堂で市民一般のために講演した．
　晩餐後，五時過ぎ，見迭られて熊本行きの汽車に乗り込んだεころ，恰
も學術協會の見學團第三班S同車するこSSなり，倉敷の板野博士，照雨
の中村博士等ミ話した．
　六時牛熊本着．山本幹事等に迎えられ，宿で少憩後，九州新聞杜へ案内
せられ，七時から其の島上で天文講演をした．集まった入は約五百，前後
二時間あまりの間，皆熱心に聞いてくれた．只，幻燈設備の無いのが残念
であった．一毛會後，たま歴々持参された珍らしい月球圖を見た．約百
年前の一士學家が「誘惑」によって月面を覗きながらスケチしたものらしく
可なり正確で，叉，精密であっk．西洋のメドラーに匹敵するもの，しか
も時代は其れより古い．我が邦人の理學的才能の優秀なこεを汗するに足
る逸品である。高木主幹に爲眞複号を依頼して僻去．宿に灯り，有志ミ暫
く雑談十二時頃ちよつS眠り，翌朝五時，急行上り列車に乗り込む．
　蹄洛途上，二十四日正午頃，約束により小郡から恵籐幹事が同車され，
徳山まで約一時間；いろ々々話しナこ．山口で見つかつナこ小職石のこε，教
授用の歩歩のこS，其の他．
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　　午後三時，廣島に下車・高等師範の學生に迎えられ，直ちに高等終段へ
行き，集會所でYMの三校聯盟の諸君こ懇談晩餐・七時から高等工業校
　の講堂で，圭に學生のために天文講演をしナこ・此の機に野村，鈴木，中原
三教授に御目にかxつた・此の夜十時，京都行の列車の寝皇に入る・
　二十五日，館洛して見れば，もはや同好會総會が近づいて來てるる．フ
　ト，都ホテルへ電話をかけて見るミ，米粒から來嚇してみるクラムプ博士
が既に紳戸へ出張したミいふので，大に残念に思ひ，早速，オリエンタル
ホテルへ電話をかけたら，夜八時頃，幸ひ博士ε電話が出來て，明朝こち
　らから往訪する約束をした・（クラムプ博士εの郵亭は別頁記載の通り・）
　　　　　　　　　　米國の萩原氏より來信
　東京天文皇の萩原助教助はPtツクフエラー研究生こして米國ハーブード
大學に研平するナこめ，去る九月15日横丁を出帆するPresident　Taft號で渡
米されたが，同月24日，先づ初めての寄港地ヰクトリアに上陸，山本一一ms
教授の野冊歌を持って，同地の有名な天文塁を訪問された由である，下記
は同氏より山本教授へ迭られた手紙の一部である．
　山本先生
　ナ：S“A■・天丈台た見て峯りまし7こ・ハーバー博士iこ案内して頂きまし7こ・プラ
　スij　5台長it居られまぜんでしナこ・ハーバー氏は「山本さんによろしく」亡言って
　ゐられまし字こ・いろいろ御世話になりまけここぜ有り難う御座います・厚く御禮
　申します・
　船に夜明けに着きまし索ので，朝食後，早々酒乱車で塗りましすご・ちょうごハ
　ーバー搏士が出られ7こtころなので，三十分ほこ見ゼて蹟きました・ご時間足ら
　すで全部たすま一。！まし7：・貝尽暗ですが，これからすぐ出帆してシャトルに向い
　ます・
　何卒御大切に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩　原　雄　祐
　　九月24日
　ちなみに，同氏はハーゾード大恥の撒學教授バーコフ氏（「天界」第85號
第186頁にバーコフ氏來朝當時の記事あり）の所で，天迫力學を研究せら
れる筈である，
